
令和６年度 北九州市立葛原小学校学校経営構想 

 

令和６年度学校経営の重点 
「誰にとっても、居心地のいい葛原小学校」のため教育環境を整えよう 
 
○ 基本的学習習慣・生活習慣の定着 
・ 学級や学年の課題を全職員で共有化 
・ 学習規律の確立と学習のきまりの共有・徹底 
・ 個々の子どもの背景を考慮した指導の推進 

○ 特別支援教育の指導体制づくり 
・ 支援学級と交流学級との連携を密に 

 ・ コーディネーターを中心とした校内体制の確立 
 ・ 配慮を要する子どもの特性に応じた対応 
○ 自らの進路を選択できる確かな学力の向上 
・ 自分の考えを書き、表現する授業 
・ 朝学習、補充タイムの確実な実施 
・ 教科担任制、TT授業、専科授業の充実 

○ 自己実現を支える生徒指導の推進 
 ・ いじめを許さない学校・学級づくりの徹底 
・ 子どもの背景に基づく生徒指導、家庭との連携 
・ 葛原スタンダードの徹底・改善 

○ 人権教育の推進 
 ・ 人権カリキュラムの実践と検証 
 ・ 子どもの人権意識を高めるため、教師がロールモデルとなるよう人権感覚を磨く。 
 ・ 校区の歴史、実態を学ぶ。研修会への積極的な参加 

学校教育目標 豊かな心を持ち、互いに尊重しながら、ともに「生きる力」を身に付ける 

児童の育成 

やさしく【人を大切にする力】つよく【チャレンジする力】かしこく【自分の考えを持ち表現する力】 

公教育の立場から 

日本国憲法、教育基

本法、学習指導要領、

他関連法規・法令等 

北九州市の教育施策 
「北九州市子どもの
未来をひらく教育プ
ラン」 
「SDGs の視点を生か
したシビックプライ
ドの醸成」 
「北九州スタンダー
ド」 

子どもの話をしっかり聞こう 

子どもをほめよう 

日々の授業を大切にしよう 

仕事の効率化を図ろう 

職員同士でよく話をしよう 

報告・連絡・相談をしよう 

保護者としっかりつながろう 

ひと手間をかけよう 

担任は子どもファーストで 

担任外は担任ファーストで 

教育目標の今日的解釈【本校の最上位の目標】 
‐他者と共存しながら、自分らしく生きる力を育む‐ 

自分で考え、表現する子ども 

【自律】 

・主体的に考え、表現する力 

・問題解決する力 

・チャレンジする力 

ちがいを理解し、他者を尊重する

子ども【多様性】 

・人を大切にする力 

・きまりやマナーを守る力 

・折り合いをつけ合意形成する力 

めざす子ども像 

子どもを取り巻く

課題から 
資質・能力の育成 

個別最適・協働的な
学び、ICT 活用、外
国語科、道徳科、プ
ログラミング教育等
の教育的課題 

 

SNS いじめ、スマホ
依存、児童の貧困、
LGBTQ、児童虐待等
の社会的問題 

地域の願いや思い 

地域の実態 

地域の信頼と情報 

保護者の願いや期待 

保護者の実態 

保護者の信頼と情報 

めざす学校像 
誰にとっても、いごこちのいい葛原小学校 

○ すべての子どもたちの学習権を保障する学校 

○ すべての教職員が働きがいのある学校 

○ すべての保護者、地域の方が頼りがいのある
学校 

○ すべての人が安心して過ごせる、安全できれ
いな学校 

めざす教師像 
 人権意識が高く、子どもの生きる力を育む教師 
○ 心身ともに健康で、温かい思いやりと愛情で子
どもを育む教師 

○ わかる授業・考える授業に取り組み、子ども一
人一人を支える教師 

○ 差別に気づき、考え、行動する教師 

○ 和を大切にし、協働意欲にあふれる教師 

○ 保護者、地域の方や子どもに信頼される教師 


